
224 化学と教育　74巻 6号（2026年）

ヘッドライン　日本の近代化学史・黎明期番外編
　これまでの 7回にわたるヘッドラインで，江戸後期から明治を経て，昭和の戦時期までの
化学の歴史を，それぞれの時代の指標となるトピックをテーマとしてめぐってきた。しか
し，そのような整理の枠組みでは，見落としてしまいがちな重要な人物やトピックも存在し
うる。また，同じ人物であっても異なる視点から眺めることにより，その重要性がさらに認
識できる場合もある。そこで本ヘッドラインでは，ある程度回数を重ねてきた中でこれまで
触れられてこなかった人物やトピックを取り上げ，「近代化学史・黎明期番外編」をテーマ
として 4件の人物やトピックを扱う。
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次号ヘッドライン  第 32回化学教育フォーラム 
「AIは化学探究活動を変えられるか？」

　島根県立出雲高等学校は，文武両道を掲げ，学力と人間力の向上を目指す伝統あ
る進学校です。スーパーサイエンスハイスクール（SSH）に指定されており，探究
的な学びや国際的視野を育む教育が特徴です。地域や世界に貢献できるリーダー的
人材の育成を目指し，生徒は学業だけでなく部活動や地域活動にも積極的に取り組
んでいます。自ら課題を見つけ，考え，行動できる力を育てるカリキュラムによ
り，生徒は大きく成長していきます。

表紙の言葉　島根県立出雲高等学校
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